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20 一 非 所 有 地 の 活性 化 
@ 非 所 有 地 と は : 所 有 者 が な く 、 い か な る 特定 化 や 保護 的 所 有 か ら も 免れ て いる よう な 土 
地 の と と で す 。 
@ 非 所 有 地 の 活性 化 が 定め られ た こと に 潜む 英知 : 
非 所 有 地 の 活性 化 に は 生活 の 糧 の 獲得 範囲 の 広範 化 や 、 食 物 な ど そ こ か ら 得 られ る も の 


に よる 人 々 へ の 利益 、 ま た それ に 値する 人 々 へ の ダー ( 喜 捨 ) の 分 配 な ど に つなが る 効 
科 が あり ます 。 








@ よい 意図 を も っ て 非 所 有 地 の 活性 化 を 行う こと の 和徳 : 





アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か 
ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :“ ム スリ ム が 植え た り 耕 し た り し た 物 を 鳥 や 人 間 や や 動 
物 が 食す れ ば 、 そ れ が 彼 に と っ て の サダ カ (施し ) と な ら な いこ と は な い の だ 。"」 (アルテ 
グー リー と の ス リム ふ の 令 承り 





@ 非 所 有 地 の 活性 化 の 法 的 位置 づけ : 


誰 の 所 有 に も 属し な い 土 地 を 活性 化 さ せれ ば 、 そ れ は ムスリム で あれ ズ ア ン ミ ー? で あれ 、 
統治 者 の 許可 の 有無 を 問わ ず 、 彼 の も の と な り ま す 。 但し 墓地 や 皆 が 新 を 拾う た め の 場 所 、 
ハラ ム (マッ カ 及 び マ ディ ー ナ 周辺 の 聖域 ) や デラ ファ 3 の 非 所 有 地 な ど 、 ム スリ ム の 福利 
に 関わ っ て 来る 場所 は 例外 で す 。 








アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 誰 に も 属し て いな い 土 地 に 居 を 構え た 者 は 、 そ こ に お ける 
優先 権 を 得る 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 9 





@ 非 所 有 地 の 活性 化 の 方 法 : 


非 所 有 地 の 活性 化 は 、 以 下 の よ うな 物事 に よっ て 成立 し ます : 





1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2320) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1553)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

2 訳者 注 : ジ ズ ヤ 税 を 支払 い 、 そ の 諸 規 定 を 遵守 する こと を 条件 に 、 イ スラ ー ム 法治 国家 に 居住 する ム ス 
リム 以外 の 啓典 の 民 あ る い は 非 ム スリ ム の こと 。 

3 訳者 注 ・「 ア ラフ ァ 」 と は ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 9 日 目 、 ハ ッ ジ の 巡礼 者 た ち が 赴 く こ と を 義務 付け られ 

て いる マッ カ 近 郊 の 台地 の こと 。 

4 サ ヒ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2335)。 




















非 所 有 地 の 活性 化 は 、 人 々 の 間 で 通例 化し て いる よう な 高い 壁 を 立て た り 、 水 路 を 引い 
た り 、 あ る い は 井戸 を 掘っ た り 、 木 を 植え た り 、 と いっ た よう な 作業 の 他 、 人 々 が 非 所 有 
地 の 活 性 化 や 開拓 と 見 な す よ うな いか な る 習慣 や 慣例 に よっ て も 成立 し ます 。 





それ で 非 所 有 地 を イス ラー ム 法 に 則っ た 方 法 で 活性 化し た 者 は 、 大 小関 わら ず そ こ に 
る 全て の 物 を 自分 の 所 有 化 に 入れ る こと に な り ま す 。 も し 活性 化 が 出来 そう に な けれ ば 、 
統治 者 は それ を 活性 化す る こと の 出来 る よう な 誰か 別 の 者 に 与え る こと も 出来 ます 。 








@⑯ 非 所 有 地 の 活性 化 が 制限 され る いく つか の 例 : 


町 中 、 あ る い は その 付近 に 位置 し て いる 土地 は 、 統 治 者 の 許可 な し に 所 有する こと が 出 
来 ま せん 。 
SN OR 学校 の 建設 な どの た め に 必要 に な る 恐れ が 
、 誰 か 個人 の 所 有 に よっ て 社会 全体 の 福利 が 失わ れる 恐れ が ある か ら で す 。 





また 誰か の 所 有 地 に 注ぎ 込む 川 の すぐ 上 流 の 非 所 有 地 は 、 そ の 土地 に 特別 な 形 で 付随 し 
て いる た め 、 そ の 土地 の 所 有 者 の 許可 な し に は 活性 化し た り 領土 と し た りす る こと が 許さ 
れ ま せん 。 こ れ は 人 々 が 被る か も し れ な い 被 害 を 予防 する た め な の で す 。 





@ 統治 者 に よる 土地 の 分 配 : 


統治 者 は 土地 を 開拓 し た り 活 性 化し た りす る 者 に 、 非 所 有 地 を 分 配 す る こと が 許さ れ て 
いま す 。 

また 統治 者 は 人 の 通行 の 迷惑 に な か ら な い 程度 の 範囲 で 、 広 い 市 場 な どの 中 の 売買 専用 の 
スペ ー ス を 分 配 す る こと も 可能 で す 。 そ の スペ ー ス が 特に 分 配 さ れ て いな い 場 合 は 早い 者 
勝ち で 場所 取り を する こと に な り ま す が 、 も し 同時 に 複数 の 者 が 1 つの 場所 に 入っ て し ま 
っ た ら 、 く じ 引 き を し ます 。 

また 人 々 が よく 通る 道 は 、 最 低 7 プア ラー ア 5 の 幅 を 持た せる よう に し ます 。 

そし て 統治 者 は 、 公 共 の 福利 実現 の た め に 様々 な 形 で 命令 を 行使 する こと が 出来 ます 。 























人 @ 土地 の 保留 : 


土地 の 保留 は 決し て その 所 有 を 意味 する わけ で は な く 、 単 な る 特定 化 ・ 他 者 に 対す る 優 
先 性 を 表し て いる だ け で す 。 土 地 の 保 留 は 低い 壁 や 樺 、 堀 、 土 の 囲い 、 水 の 出る 深 さ まで 
達し て いな い 井 戸 な ど に よっ て 表 さ れ 、 統 治 者 に よっ て その 活性 化 ま で の 期限 を 定め られ 
ます 。 そ し て その 期間 中 に 活性 化 が な され な か っ た 場合 その 土地 は 彼 の 手 を 離れ 、 そ の 所 
有 を 望む 別 の 者 へ と 移転 し ます 。 

















5 訳者 注 : 1 ズ ィ ラ ー ァ は 約 50cm で す 。 





@⑯ 保護 区 を 設け る こと に 関し て : 


統治 者 は 、 イ スラ ー ム 国家 の 国庫 に 属す る 戦闘 上 馬 や サダ カ (施し ) の た め の ラ クダ な ど 
を 放牧 し て お く た め の 保護 区 を 設け る こと が 許さ れ て いま す 。 但 し この 権利 は 統治 者 に し 
か 認め られ ず 、 ま た ムスリム が それ に よっ て 何ら か の 害悪 を 被 ら な いこ と 、 及 びそ うす る 
こと が ムスリム の 共同 福利 に 叶っ て いる こと が 条件 と な り ま す 。 














また 狩猟 物 や 新 な ど 、 何 か 合法 的 な かも の を 他人 に 先駆 け て 獲得 し た 場合 、 そ れ は 彼 の も 
の に な り ま す 。 








尚 ム スリ ム は 3 つの 物 を 共有 し ます : それ ら と は つま り ① 水 と 、 ⑨ 牧 草 と 、 ③ 火 、 で す 。 





@ 他人 の 権利 の 侵害 に 関し て : 





財産 で あろ うと 不動 産 で あろ うと 、 ま た それ 以外 の も の で あろ うと 、 ム スリ ム が 他人 の 
権利 を 侵害 する こと は 禁じ られ ます 。 





1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 疾 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「1 シン ジル 6 の 土地 で あっ て も 不正 を 働い た 者 は 、( 箸 判 の 
日 に ) 7 層 の 大 地 (ほど の 重 さ の 罪 ) を 首 に 課せ られ る で あろ う 。」 (アルテ ニブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 ?) 








2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ ィ ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 
者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 、 こ う 言 いま し た : “権利 も な く 土 地 を 手 に 入 
れる 者 は 、 審判 の 日 に それ も ろ と も 7 層 の 大 地 (の 奥底 ) に まで 沈み 落ち る で あろ う 。”"」 ( ア 
ル テ プ ハー リー の 伝承 8$) 














者 注 : 手 を 広げ た 親指 の 先 か ら 小 指 の 先 ま で の 長 さ の 単位 。 
ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2453) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1612) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2454)。 
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